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はじめ【<̶

1 ̶ -�はじめに～自治会長のことば /��-/

光町北部自治会防犯・防災部による、地区防災計画書作成にあたり、

日頃より会員の皆さんには、自治会の活動全般じ昼りご理解とご協力
をしへたださ、誠にありがとうござしAまず。

災害は忘れた頃じやって来ると申しまず。わが町光町は近年大きな

災害に遭わなかったように思いまず。しかし、この地域には、活断層
(立川断層)が近<にはしっておりまず。私自身高いレベルで恐怖心
を感じてし\るところであります。

平成17年自治会総会において防犯・防災活動をご承園頂ぎ、部の

発足に向けて準備を進めてまいりました。そののち、国分寺市との防
災まちづ<り推進地区の協定を締結し、現在じ至っていまず。

これからち、地域の皆さんと共に、安心・安全に生活でさる町を目

指し近隣の自治会、町内会と行政とち連携し、協力しあい活動して
し\さまず。

自治会のみなさん、これか

らちとちに歩を進めてし\きま

しよつ。

よろし<お願いします。

平成23年3月

光町北部自治会

会長佐伯今男
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はじめIL-

1 -2これまでの取組みの経緯

■防犯・防災部の発足

・光町北部自治会では、平成1了年9月6日じぽ防犯・防災部ぶが発足しました。
そして、防災まちづ<り推進地区の指定を目指ずため、国分寺市都市計画課(当
時)のアドバイスを受けながら、役員の市民防災まちづ<り学校への入学、防
災セミナー等への参加などを行ってさました。

.この間、每年12月には自治会地域の「夜間パトロール」を実施ずるととちに、
平成18年3月には「わが町光町ニュース」を劃刊し、自岩会活動などの情報
提供を行ってしへます。

ほ聽ちj̶碧■マ

I防災まちづ<り推進地区の協定締結

平成20年4月20日の光町北部自治会総会で、国分寺市の10番目の防災ま
ちづ<り推進地区の申請について了承を得ました。

そして、同年7月13日にひかりプラザにおいて、■分寺市と防災まちづ<り
推進地区の協定を締結しました。

防災まちづ<り推進地区の協定を締結 .

した後、市と専門家の支援を受けなが '

ら、毎月、防犯・防災部の定例会及び

世話役会を開催してしAます。 ̃,

この間、「まちあるき」や「防災情報地

図づ<り」を行ったり、2度にわたり

「防災まちづくりアンケート」も実施れ

してし\まず。

このほかにち、年末の「防犯パトロ一

ル」の継続や通学時の「児童の見守り」

などを行うととちに、每月第3水曜日

には、ちみじ井戸で「井戸端会議」を

開催し、情報交換をbってきました。
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はじめI<̶

1 -3過去の震災が教えること

阪神淡路大震災など、近年の震災から教え

られる大切なことは何でしようか？

・1995年(平成7年)阪神淡路大震災

要救助者35,000人

ぐ地域住民による救助27, 100人(770/0、うち8割以上生存者)

ウ消防、自衛隊の救助7, 900人(230/0、うち半数以上遺体搬出)

※公的な救助が来るまでは時間がかかります。迅速な救助活動には地

域の力が重要です。

神戸市内における犠牲者

�建物倒壊、家具転倒等による窒息、圧死等が84%
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はじめI<̶

1 -3過去の■災が教えること

・ 2004年(平成16年)新潟県中越地震

夕地形■交通条件(集落の孤立)、複合災害(豪雨、土砂崩れ)、

PT S D.ェコノミークラス症候群、その他関連死

・ 2007年(平成19年)能登半島地■、新潟県中越沖地震

ぐ要擾護者マップ(石川県輪島市門前町の例：高齢者の速やかな安否確

認、被災後のケア)

夕各地での救助、救出劇、2004年の経験を踏まえた対応
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e 2009年(平成21年)驗河湾を震源とする地震

力静岡県内の家具の固定率全国トッブが被害を軽減
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地区災計画0の

2-1地区防災計画書の目的

・地区防災計画書は、防災まちづ<り推進地区として国分寺市と協定を締結し

てから約3年間の取組みを踏まえて、光町北部自治会全体で、今後の防災ま

ちづ<りを進めるための基本となる事項を定めた冊子です。

・異体的には、ぴ方災まちづ<りの目標ガとこれを実現するための『防災まち

づ<り計画力を定めてしンまず。

防災まちづ<りの目標 災害に備えを

安心、安全なまち光町

̶するために

防災まちづ<り計画 ★家庭内の防災対策の充実

★地域の防災対策の推進

2-2自治会員の皆さんぺ

・地区防災計画書の内容を参者にして、家族全員で避難揚所及び避難時の行動

や防災対策等について確認して<ださい(アベージから15ベージ)。

・光町北部自治会では、災害時における地区本部の設麗や、普段から進める災

害に強いまちづ<りへの取組みを考えていまず(16ベージから24ベー

ジ)。ぜひ、皆さんのご協力をお願いしまず。

2.*

もう一度避難場所や

防災対策について確

認しましよう！

皆さんで防災まち

づりに参加しまし

よラ！
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災まちづ<りの標

3 ̶̶̶ 1防災まちづ<りの基本的な考え方

・光町北部自治会では、3ページから4ページに示した過去の震災の教訓ち踏ま

えて、災害に備えた「安心、安全なまち光町」を目指しまず。そのためには、

まず「向こう三軒両隣」の精神をみんなで持って、常日頃から声をかけあしk

地域のコミュニケーシヨンを円滑にずることが重要です。 �

「向こラ三軒雨隣J

みんなで声をかけあしぐ災害に備えましよう！

3-2防災まちづ<りの目標

・ 「災害に備えを、安心、安全なまち光町」を目指ずためじ、家庭内の防災対

策の充実と、災害時だけでな<平常時ち含めた地域の防災対策を推進しまず。

災害に備えを

安心、安全なまち光町

家庭内の防災対策の充実 地域の防災対策の推進

/ ̃-1
黑―1,‘

避難場所の確認、災害必需品の充

実、家屋の防災対策等、

y

と‘ン 地域の助け合い(災害時)

防災訓錬(平時)
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災まちづ<り計画

4 一 1家庭内の防災対策の充実

・ 「災害じ備えを、安心、安全なまち光町」を目指ずための防災まちづ

<り計画として、まず、「家庭内の防災対策の充実」を進めまず。

春地震などの大さな災害が起きた際に、行政機関などの公的な救助、『公

助ぶが来るまでじは、ある程度の時間を要しまず。

卷そのため、まず自分たちで身を守る、『自助ルそして地域の人たちで助

け合ラ、『共助』が重要となってさまず。

卷家庭内の防災対策では、災害の際の速やかな自助を可能とずるため、以

下のような取り組みを進めまず。

(1)家族で防災について話合う

(p8)
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(2)災害必需品の準備を行う(pl2)
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(3)火災等への備えを行う(pl3)

風曲

‘麓

(4)家屋の安全対策を行う(pl4)
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災まちづ<り計画(家庭内の防災対策の充実)

:1)家庭内で防災について話合ラ

避難場所、連絡先等は必ず確認！

災害が起きた際の家族間の連絶方法、避難場所などにつしAて話合い、下記のよ

うなメモを作成し必要事項を確誌しておきましよう。

また、外出中に被災したことち者えて、家族一人ひとりが緊急連絡カードを持

ってお<ことち大切でず。

氏名 連絡先(学校、勤務先名、電話番号)

氏名 電話番号 住所

氏名 生年月日血液型 疾病等

家族の緊想

データ

最寄の避難揚所(地区防災センター)

災害時の自治会の防災対策本部

避難場所の確認などとあわせ、N T Tの災

害伝言ダイヤル(17 1)やブロー ドバン

ド伝言板、各携帯電話会社の伝言板サービ

スなどによる家族間の連絡方法を確認し

ておきましよラ。

国分寺第二小学校(予定)
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災まちづ<り計画(家庭内の防災対策の充実)

:1)家庭内で防災につしAて話合う(避難行動の確認)

I大地震発生時の避難行動～自宅の揚合

時間経過 行動

糸時間は概ね

の目安です

発生～2分

2～5分

5～1o分

1 o分/�M/

半日

地■ぜを!

□グラツと揺れたらとにか<自分の身を守ろう！
□急に外に飛び出さなしA!

□手近にあるちので頭部を保護 1
□窓ガラスや家異から離れる .. §

□そばに机・テーブルがあれば ‘

その下に ミ・・ .

D大揺れがおさまったらしっかり火の始末
□火元を確謡

□出火してしへたら、初期消火

□避難ずる際には、ガスの元栓 i

を閉め、ブレーカーを切る

□避難用の出口の確保 スパ

(特じマンシヨン等)

«*t�

fS&SSSSt� �

□わが家の安全確認

□家族の安否確認 ん；

□災害情報の入手

□ガラス片、転倒家具に注意

□余震にち注意 oめ�ム, 6③

□隣近所の安否確認、助け合し～
□隣近所への声かけと避難

□自分の身の安全確保かでさ

たら、負傷者などの救助、

消火活動

□避難勧告や避難提示が出た場合

は最青の避難所に避難ずる

蚊
�B-.a,"'-

r �

参考東京都防災ホームページ
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災まちづ<じ計画(家庭内の防災対第の充実)

1)家庭内で防災につしへて話合ろ(避難行動の確認

大地震発生時の避難行動～外出先の揚合

行動揚所

街の中で □まず自分の身を守る。

□かばんなどで頭部を保護する。
□周りの状況を見ながら、空き地や公■等じ避難する

□プロック塀や自動販売機、
ガラスの壁面のビルなど
には近づかなし\。

k.
.> .,*～

\

□都心で被災した揚合は、 吻 "
まず、状況を確認した上でI帰宅方法を考える。

建物の中で

車を運転中

□まず自分の身を守る。

□デパートなどの広し\空間で柱の周辺の強度が高し\。
□ショーケースや大型商品など転倒の恐れがあるちの(
は近づかなし1。

□上階にし1て避難ずる揚合、

原則としてェレベーターは

使用しなしん

□ェレベーターの中にいた場

合は、全ての階のボタンを

押し、止まった階で降りる。

'»

□係員がし\る場合は、その指示に従しA避難ずる。

□自動車を運転中に大地震が
発生した場合は、周辺の交
通状況を見ながら、減速し
て左側車線に停車する。
□避難する場合は、キーはつ
けたままにする。

�3
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参考東京都防災ホームページ
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A 災まちづ<り計画(家庭内の防災対策の充実)

1)家庭内で防災につし\て話合う(災害時の帰宅支援)

・光町でち普段都心方面ぺ通勤や通学してし\る人ち多し～

と思われます。

・大地震等の災害による交通機能が停止した揚合、多<

の帰宅困難者が発生ずることが予測されてし�ます。

・都心から徒歩でI帰宅する可能性がある方は、F震災時

帰宅支援マップ(昭文社)ぷ等を参者にして、いざとい

うときに備えましよう

参考新宿からの帰宅徒歩ルート(国分寺市防災情報地図より)
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④ェイドステーション(日本赤+字社が開設する帰宅困難者支援所：平成19年3月現在》
①災害時に徒歩で自宅へ向かラ方々に、災害に関する情報、飲料水や非常食の提供、道案内、簡単な傷⑦手当てを行ろ場所です。
②この他、炎害時に支援を行うガソリンスタンド、コンビニェンスストアなどもある⑦で調べておきましよう。

※ェイドステーションは国分寺市では窒東公園に設置されています。

- i

①あわてず騒がず、まずは状況確認(いきなり動かない)

②擦帯ラジオをポケットに

◎つ<っておこう帰宅地■

④スニーカー・運動靴を事前に用意

⑤机の中などに簡易食料(チョコ、キヤラメル等)

⑥事前に家族で話し合い(連絡方法、集合場所)

⑦安否確認方法(災害伝言ダイヤルや携帯の伝言掲示板等)

⑨歩いて帰る訓練を

@季節に廠じた)令暖用異の準備(携帯カイロ、タオル等)

⑩帰宅中は声掛け合い、助け合う

⑩トイレットペーパー不足に備え、ポケットティッシュは多め！

11



災まちづ<り計画(家庭内の防災対策の充実)

(2)災害必需品の準備を行う

'大地震の際じは、電気、水道、ガスなどのライフラインが停止する可能性が大

き<なりまず。

‘日頃から、下表に示すような必需品(備蓄品)を準備しておきましよう。

項目

飲料水・生活用水

対策内容

コ3日分の飲料水(3れ】人X旧)

□水筒(1個XI人)

□生活用水の確保(風呂水の溜め震ぎ等)

備 考

食料晶等

医藥藻等

衣類*衛生用綴

停電へ⑦備え

燃料の■え

情 報

その他

.非常用持ち出し晶

U3日分の食料

u主食(米、レトルト、フJ̶ズドライ品等)

□副食(缶詰、瓶まめ、乾物等)

□乳幼ぜ‘子ども(粉ミルク、離乳食、おやつ等)

□食器、善、缶切りサイスラッス紙コッブ等

-J電気、水道などライフラインは、

復旧には時問がかがりまず。

' 3日簡は自立して生活できる

率備をしておきましよラ。

----

□常用薬 □救急薬晶

□使い捨てカイロ

u衣類、軍手 □簡易トイレ

□包帯、二角巾、さらし

jlル、ツM A'-

□生理用品

□紙おむつ □ゴミ袋

□懐中竜灯(大型)口懐中電ナJ (小型:1個X]人)

□霞池 □手動携帯充電器

□卓上カセット]ンロ、ボンベ

□tj油バーナー

□固形燃料

□ポータブルラジオ

□携帯圈話

□アウトドア用品(寝袋、防水布、ランブ等)

□新聞紙、ガムテーブ

G必要最小限の備蓄品

c現金.通帳’印鑑‘健康保険証、カード類

常用薬は、日頃から予備を用

意しておきましよう。

断水時には、トイレが使えない

ことがありまず。簡易トイレの

用意は大切です。

停電になると、懐中電灯は必

需品です。

"T̃

お湯を沸かしたり、簡単なauj速

には欠力せません。

携帯電話‘メールは安否確露

や情報伝達に有効でず。

アウトドア用晶は有効な災害

用備蓄品です。

日頃から河を持ち出ずか考え

ておぎましよう。

£.*

美施している対策は、口

にンを入れて確認し

ておきましよラ。

.・;'<
・ ss�l

� i.

をぶ

..';

二を ン:

にみ％
参考国分寺市地域防災計画の概要
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災まちづ<り計画(家庭内の防災対策の充実)

(3)火災等への備えを行う

■防災訓練に参加ずる

自治会では、稲筒神社で、每年初期消火やAED (自動体外式除細動器)の取

り被し\訓練を行ってしAます。家族で積極的に参加しましよう。

■家庭用消火器の設置

しンざというときに正し<使えるようにしておきましよラ。

r'.
◎安全ピンを

上に引き抜く。

⑧ホースをガして、

火元に向ける。

E-

V;.

.1き-.
ふ

t

⑨レバーを強<握り、

噴射する。

I住宅用火災■報器の設置

⑩風上に回り、や

や腰をおとして

抵く棟える。

⑩熱や煙を避け、

炎には真正面か

ら向き合わなしk

風翻

二ふ

"'.

⑩炎を狙うのではなく、火の根元を掃くように

左右にふる。

参考国分寺市安心安全ブック

平成16年の消防法の改正により、住宅用火災■報器の設置が義務付けられて

しンまず。

. i -_ - ;'--巧

・ . t ̃

= -I -?-.i.. r.

. :'l E- � .. <

・;・

.・ r. .L''

. *

<家庭用火災,報器、消火器について>

お問い合わせは、国分寺消防署(042-323-0119)

又は自治会までお願いします。

* 0 ・

<r
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災まちづ<の計画(家庭内の防災対策の充実)

(4)家屋の安全対策を行う

阪神淡路大震災の際、神戸市内では84%の方が建物倒壊や家具転倒により命

を落としています(3ページ参照)。壊れに<い、倒れに<い家屋の安全対策を

進めましよう。

■家の中の安全対策

家異の転倒防止や適正な配置に心がけるととちに、下図に示すような安全対策

を行し\ましよう。

家の中を見回すと
に危購なのは家具だ

ません。

下の図を参考に、

£7� レか �0

I

\
\

̃7̃

/

r

\

シ

・S>1 M

i

o窓や食器棚などのガラスの

飛散防止
o照明器具などの落下防止
oビンなどの落下防止

oテレビ、冷蔵庫、電子レン
ジなどの家電製品の転倒.
落下防止

o防炎カーテンの使用

s.
7

<地震保険について>

地震による火災は火災保険では補償されません。

地震に備えるには、火災保険と併せて地震保険に

加入することが望まれます。

参考東京都防災ホームページ

14

'
 
t
.

,
?
'

�

『

際
g
し

⑧
あ
施

ゆ
な
は
を

地
で
策

グ
■
,
 
,
 
,
 
,
 
-
,
ゾ
サ
w
̃
’
べ
.
一

%
 
'
s

I
 
i

w
 
g

»
 
?

I
 
・
 
I

s
 
&KIssII{

"
'
s

IiiIぬ-siwsr
"



?

災まちづ<じ計画(家庭内の防災対策の充実)

(4)家屋の安全対策を行う

■家の外の安全対策

’家の外回りにち+分注意し、倒壊しに<い家づ<りを進めましよう。

アンテナはしっかりと固定。屋根が

わらのひび割れ、ずれ等は補強。

落下の危険性のある物は

置かないなど整理整頓。

ダ

aSわ
.- � �

f .

»---

It
ま

プロパンガスを使用している場合

は鎖でしっかり固定。

I

<c*

«)»i

～

ブロック塀や門柱は基礎をしっかり

ひぴ割れや鉄筋のさびは修理や捕強

<耐震診断.耐震改修について>

1981年(昭和5 6年)の新耐震設計法の施行以前に建てられた

比較的古い木造住宅などは、耐震診断による安全確認を行い、

必要があれば耐震改修が望まれます。『国分寺市まちづくりセ

ンター(042-324-0186)J]では、無料で耐震相談を開催すると

ともに、市が実施する木造耐震化支操事業のご案内も行ってい

ます(平成2 4年3月まで)。2 3ページもご覧〈ださい。

* 0 "�

参考国分寺市安心安全ブック
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災まちづ<の計画(地域の防災対策の推進)

4-2地域の防災対策の推進

・地震などの大きな災害が起きた際じ、行政機関などの公的な救助、『公
助ぷが来るまでには、ある程度の時間を要しまず。ぞの間は、地域の力
であるF共助ガが重要となってきまず。

・光町北部自治会では「向こラ三軒両隣」の精神で、誰ちが『共助ぷを美
践でさるよう、以下のような防災対策を推進します。

(1)避難計画の確認(P1力
-避難揚所は二小と三中で

ず。伏況に廠じ、どちらに

避難することち巧能でず。

(2)災害時の地区本部の設置(pl8)
・大地震等の災害の際じは、二小
に自治会の地区本部を設置し

まず。

(3)みんなで参加ずる組織づく

リ(p19)

・災害時及び平常時じ活動ず

る組織づ<りを、自治会の

皆さんの協力で進めます。

(4)普段から進める災害に強いま

ちづ〈り(p22)
・防災訓練の実施や地域点検を
行うなど、普段から災害に強し

まちづ<りを進めまず。

.>・

・\'

モ, '
-�

»

;»» - >

%

か

地
域
の

力
で
I

(5)関係機関等との連携(p24)
・市役所や消防、菌察等の関係機
関等と連擦しながら、防災まち

づ<りを進めます。

16
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災まちづ<り計画(地域の防災対策の推進)

1)避難計画の確雷認

I避難は地区防災センター(二小、または三中)へ

光町の地区防災センターは、一丁目と二丁目か二小、三丁目が三中となってい

まずが、三丁目の方でち二小の方が近しせ暴合がありまずので、状況に廠じて二

小、三中のどちらに避難することち可能でず。

なお、地震が起きた時間帯によっては、家族がノ\、ラバラじなっている可能性が

ありますので、落ち合えるように避難の手順を決めておきましよう。

地■ぜを!

まずは自分の身を守る
雲度5以上の場合、必要

に応じて災害地区本部

が設置されます。

★家屋が倒壊した★W災が迫ってしAる★避難勧告・避難命令が出た

以上のような揚合は、地区防災センターヘ避難

ゴダ
る

・�K ・・・・・・

,�3" 資̶

状況によって一時的に一時退避

所(畑等)への避難も可。ただし、

最終的には地区防災センター�‘

地区防災センター(二小)

(光町北部自治会の地区本部)

連携 地区防災センター(三中)

卷光町北部自治会の地区本部は二小に設置しますが、三中にも窓口を設け、常に連携が

取れるよラにします。

卷市内にいる場合は、どこの地区防災センター(市立小中学校15校、都立国分寺高校

及び平成2 3年度より東京経済大学)へも避難することができます(位置については

3 0ベージを参照)。
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災まちづ<り計画(地域の防災対策の推進)

(2)災害時の地区本部の設置

■二小に自治会の地区本部を設置

・大地震等の災害時には国分寺市地域防災計画のぽ三層の活動体制リの者え方I
基づし\て、二小に自治会の地区本部を設置しまず。
-また、ちうひとつの地区防災センターである三中じち地区本部の窓口を設け、
本部との連携を図りまず。

I

のゾ

■役所3

第4庁舎2階会議室

M沖学校*高切糸

市立小中学校

都立国分寺高校

.. , ぼ,◎ぐglも:がぎ

�:ち-

!【焚害対策本部】

� ';市長、副市長、教育長、S部長
.消防圓長等
'\

【地区防災センター]

地震災害初動要員、施設職員
教員、避難者等

ポ

・災害対策の主■項協議.決定
.関係機関との連絡調整

地域の支援、避難者の保護
情報の収集伝達、地区本部等
への物資供給拠点

【地区災割■■等]

集会所、寺社, 公園等地域の""
組織で検ぱ、決定

■区本部] {
防災まちづくり推進地区 で‘
各自治会’町内会の防炎組織

/'.

※平成23年4月より東京経済大学が加わる予定です。

情報収集’伝達、地域住民の
安否確認、救援’救助及び各
家庭への物資配給拠点

光町北部自治会の体制(案)

地区本部(二小)...メインの本部でず
4二小協力会の皆さんを中心に立ち上けまず。

地区本部：窓口 (三中)
ぐ三中協力会の皆さんを中心に立ち上げます。

I地区本部の役割

地区本部におし\ては、地域住民の安否確認1、必要に福じた救援・救助、市夕
防などと連携して、情報提供や物資配給等の支援を行し\ます。

18
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災まちづ<り計画(地域の防災対策の推進)

(3)みんなで参加ずる組織づ<り

■みんなで参加する組織体制(案)

自治会の皆さんと協力して災害時及び平常時から防災まちづ<りを進めるた

め、下に示すような組織体制(案)をつ<りました。

自途会：伯今 会

ふ’お貝
及ぴ運営委員 音

犯, 焚q
:久ぷ,睦

※助 zs

:小地区：山本利
.地区:大山

,fモま

◎単川寿一
川ダ保ヤェ

富田潔
久松信睦
国時哲生

2-s班長
わ6班長
2-7班長
2̃8A班長

2-8B班長
2-0班長
2̃10A班長

2づOB班長
わ"班長
2づ2班長
2バ3班長
3バ0班長
3-11班長
3y2A班長
3づ2B班長
3̃13班長
3-14班長
3-ほA班長
3-15B班長
3-16爲班長
3バ63班長
3-20A班長
3̶■班長
3-の班長

3バA班長
3づB班長
わ2班長
か3班長
3-6班長
3-7班長
わ8班長
31班長
先マンシめ班

・' ・・ I ・
◎原英夫
大山永子
川島恵子
皇中孝雄

2づ班長
2iA班長
2-2B班長
3-口班長
3-18A班長
3づ8B班長
3づ9班長
3-4班長

3-4班長

3-5班長
3-5班長

{i �

◎川島政義
山本利三

金子翠
高橋寿子

レまB班長

！バ班長

1-5班長
い6A班長

1-6B班長
レ6G班長

2̃3A班長

2-3B班長

2べ班長

ま主̶ナ画

・&

0 ねフ

◎星和子
老野順子
八末秘一
佐伯良

IdA班長
レ3班長
HA班長
い7B班長
レ7c班長
レ8班長
レ9班長
レ10班長
ま-11班長
1'づ2班長
1-13班長
セサdレ-

I

◎はリーダーです。

時点のちのです。

なお、担当じつし\ては平成2 3年3月
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災まちづ<り計画(地域の防災対策の推進)

(3)みんなで参加する組織づ<り

・組織の役割と取組み事業等

・� /

B-."

各組織の役割と取組み事業等の案は以下のとおりでず。
各班の取組み案については、必ずしちその班のみで行なうちのではな<、伏況に跡じ
可能な眼り、各班で協力して行なうちのとします。

総ぼ班

;
!

I
i

i

役割 取組み事業等(★は実施済み、卷は各班で協力)

防犯・防災部の各事業や
計画を統括ずるととち
じ、わが町光町ニュース
の発行や研修・勉強会等
の企画を行なし\ます。
災害時には光町北部自治
会の地区本部の運営を支
援します。

平常時

★わが町光町ニュース発行
・避難行動計画の作成
・視察研修、講演会・勉強
会等の企画
・地域の関連施設(学校、
PTA.ひかりプラザ、
鉄道総研、商店会等)と
の連携

・一時退避所の確保の検討

災害時

卷救護活動の支援

曇住民の安否確認
-住民の安否確誌情報の整
理と市への報告等
・地区本部(二小)の設置
と窓口 (三中)の運営支

!

>

>・

環ま班

役割

地区の環境点検等を通じ
て、災害に強し\まちづ<
りを進めまず。

取組み事業等(★は実施済み、卷は各班で協力)
I.
i

平常時

環境点検(まちあるき)
の企画

掲示板の増設・管理
ちみじ井戸の管理

災害時

卷救護活動の支援
春住民の安否確認
‘危険箇所の点検や注意の
呼びかけ

(

救出救護班
役割 取組み事業等(★は実施済み、♦は各班で協力)

平常時 災害時

・超急救護の知識の普及な★疏急救護の知識普及 卷救護活動の支援
どに努めるととちに、災
害時には要援護者の支援
等を行なしXまず。

災害時要援護者登録制度春住民の安否確冒認
の企画および支援体制づ
<の

災害時要援護者ぺの支援
⑩要に廠じた市の医療救
護班への協力

20
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災まちづ<り計画(地域の防災対策の推進)

(3)みんなで参加する組織づ<り

■組織の役割と取組み案(続さ)
ヘレ

防災$近

役割

住民の防災意識の向上じ

役立つ知識の普及や、防

災訓練の企画等を行ない
まず。

取組み事業等(★は実施済み、卷は各班で協力)

平常時 災害時

★住宅用火災二報器、消火卷救護活動の支援
器の韓旋及び詰め替え春住民の安否確認
・防災倉庫点検(資機材の
状態確識)及び備品の充
実等

給ま糸合ホ班

役割

・家庭内の食料や飲料水の

備蓄に関する知識の普及

などに努めるととちに、

災害時には炊さ出しを行

なし\まず。

取絹み事業等(★は実施済み、春は各班で協力)

平常時 災害時

★炊ぎ出し訓練の美施 春救護活動の支援
★非常食を使った料理教室卷住民の安否確認

等 ・炊き出しの実施

・備蓄食料や飲料水等の知・必要に癒じた市の物資調
識普及(種類、数量等) 達班への協力

自ヲ台会き体

取組み事業等(★は実施済み、

平常時

★地域行事等への参加・癒援

★每年6月実施の防災訓練(初期消火訓

練、廠急救護訓練、炊き出し訓練等を含

む)の実施

★毎年8月実施の国分寺市総合防災訓練
ぺの参加

★子どちの見守り、防犯バトロールの実施

★井戸端会議(毎月第3水曜日10時～)

♦は各班で協力)

災害時

卷避難時における声かけ、及ぴ隣近所の安
否確認

春家族の安否確謡と班長ぺの報告
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災まちづ<の計画(地域の防災対策の推進)

(4)普段から進める災害に強し\まちづ<り

定期的に地域点検を行し\まず

防犯・防災部では平成20年11月と平成21年5月にまちあるきをbい、ぞの糸

をまとめて防災情報地図として皆さんに配布しました。

地域の状況は時間が経てば変わってきまずので、防犯・防災部では今後も定期的I:

域点検(まちあるき)を行い、まちの状況をチェックしてし\きます。

2

ドヴ
,

/

:tt

を;

:t

あ

?
ぐ

/

へ

.-/
c

メ

まちあるきでは、防災関

連施設(まちかど消火器

や消火栓)や危険箇所

(老朽化した重量塀等)

を確認します。

平成20年11月に行った.

まちあるきの様子です。

';?'».»'.5 ・・ti "<

ダi -
ぐ‘"'

・»i',

ゆ■防災情報地図1【肪災関連施設等】光町北部自治会防犯’防ズ部
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..1̶

まちかど消火器の

置や消火& _の場

を示しています。

際の地図はカラ

で、平成21年10

に配布しました。
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災まちづ<り計画(地域の防災対策の推進)

(4)普段から進める災害に強し\まちづ<り

■防災訓練に参加しましよろ！

.し'ざとし\うとき、正し<消火器が使えるでしようか？また、最近、駅や公共施設など

に設置されているAED (自動体外式除細動器※)はご存知でしようか？

.防犯・防災部では毎年6月に稲荷神社で初期消火訓練やAEDの取り扱い訓練を行

っていまず。また、8月には市で総合防災訓練を実施しており、光町北部自治会ち毎

年避難訓練(こ参加してし、まず。 ぼギ■こ■されるホ
=̃̃=�'ns?-の総合防災訓錬。

I
か̶. ・-.;!.

ご：二ふ� ・・i!!lj¦
13 '.»"

w!
_,,:そ

'tiff"

國

ま
5?‘かw

-・»'-・>",»--.
毎年6月に稲荷神社 �

・̃�- .・(.

i,ふ,
.;.-・;・を

"€.5?�€.,開催される防災訓錬。
；♦ち《I

■⑧■⑤き
.'んブ・,:

.がズ

※現在、光町では二小、光公民館、ひかりブラザ、ひかり保育園、国立駅北口の駐輪場に国分

寺市が管理するA E Dが設置されています(ハートマークを探してください)。

I必要に廠じて耐震診断・耐震改修を実施しましよう！

平成20年に行った第1回のアンケートでは、1981年(昭和56年)以前ぐ※)に

建藥された建築物が3軒に1軒の割合で存在していました。ご自宅の耐震性能に不安

かある方は、ぜひ耐震診断.耐震改修を検討してみて<ださしン。

F国分寺市まちづ<りセンターカでは、無料で耐震相談を実施するととちに、市が実

施する木造住宅耐震化支援事業のご案内ち行ってし\まず(平成24年3さまで)。

糸1981年(昭和5 6年)に建築基準法が改正 , ..,レ1二

され、これ以降に建築された建築物は、大地I ④@ .

震に対する安全性が構造計算により確認さ い ' ( :

れるようになりました。実際に阪神淡路大震I "- G ̃ ・' ,-.

災においても、施行以前の建築物に比較して ④亞 ="

被害は少なかったと報告されています。 I (i (

='i
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災まちづ<の計画(地域の防災対策の推進)

(5)関係機関等との連擦

I市役所

地域の防災まちづ<りを推進ずるため、市の施策や事業、他の推進地区の取り組3
どの情報交換を行し\ます。
初期消火訓練や防災に関する行事等において、市と協力しながら進めます。
市民防災まちづ<り学校への参加、その他防災に関する講習会や講演会などに積ホ:
に参加します。
市の主催する総合防災訓練に参加します。

■地区防災センター協力会(二小地区、三中地区)
.地区防災センターとして、災害時の避難場所及び惚資供給拠点となる二小及ひ三
運営協力などのため、普段から地区防災センター協力会と情報交換などを行し\ま

消防

毎年行ってしXる初期消火訓練の協力体制を維持します
火災予防に関ずる講演会などを開催します。

- ・"・'I-.

<'.,''-'

とぶ

地域の防犯における協力体制を維持します。
防犯に関ずる講演会などを開催します。

その他

;... o 03

-, �1.''ヌ" -..," ''

n . h

災害時における救助活動や被災生活の支援のため、町内の商店会・事業所等と(
関係を築いてし\きます。
避難場所となる二小及び三中の運営協力等のため、周辺自治会や他の防災まち'
推進地区との協力関係を築いてしへきます。
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平成23年2月24日資料

料1(これまでの取組みの経緯)

・主な取組みの経緯

年月

平成1フ年

1

6月

9月

0月

1 1月

1 2月

(平成17年6月以降)

活動

役員の第2 5回市民防災まちづくり学枝への入学

防犯-防災部が正式に発足し、防災まちづくり椎進地区を目指す
国分寺第二小備蓄倉庫見学(2 5名参加)
市主催防災セミナーヘの参加(ひかりプラザ)

「市民防災ひろば」へ参加(国分寺市民スポーツセンター)
中越地震のビデオを上映(ひかりプラザ)

第1回「歳末夜間バトロール」実施

1 0月

1 2月

平成20年4月

6月

フ月

9月

1 0月

1 1月

1 2月

井戸端会議(もみじ井戸)開催(以後毎月)

わが町光サニュース創刊(以後、随時発行)

もみじ公園で花見茶会を開催し、市職員、消防、,察等からの防犯、
防災の説明を聞く

役員の第2 6回市民防災まちづくり学校への入学

自治会班長さんを主体に炊き出し訓練実施

「市民防災ひろば」へ参加(国分寺市民スポーツセンター)
「平兵衛まつり」へ初参加し、豚汁’非常食の試食会
第2回「歳末夜間パトロールj実施

稲荷神社で花見茶会を開催し、市より非常食の提供を受ける

1 5日の自治会総会で、防犯’防災事業への参加協力を依頼

役員の第2 7回市民防災まちづくり学校への入学

自治会臨時班長会を開催し、改めて防犯.防災事業への協力依頼、防

災まちづ〈り推進地区申請を具体的に進める旨を説明
立川防災館見学(2 0名参加)

「市民防災ひろば」へ参加(国分寺市民スポーツセンター)
「平兵衛まつり」へ参加

第3回「歳末夜間パトロール」実施

2 0日の自治会総会で10番目の防災まちづくり推進地区の申請に関
して承認

役員の第2 8回市民防災まちづくり学校への入学

1 3日にひかりブラザにおいて国分寺市と防災まちづくり推進地区の
協定を締結

6日に国分寺市くらしの安全課及びコンサルタントも出席し、第1回

防犯・防災部定例会を開催、以降定例会、世話役会を月1回開催
「市民防災ひろば」へ参加(国分寺市民スポーツセンター)
「平兵衛まつり」へ参加

第一回のまちあるき実施(24名参加)

防災まちづくりニュース1号発行

第4回「歳末夜間パトロール」実施
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料1(これまでの取組みの経緯)

主な取組みの経緯(平成2 1年以降)
年月 活動

平成21年1月
2月

4月

5月

6月

8月

1 0月

1 1月

1 2月

平成2 2年1月

3月

6月

8月

1 0月

1 1月

1 2月

平成2 3年3月

第一回防災まちづくりアンケート実施(回収率約810/0)
独立行政法人防災科学技術研究所見学(5名参加)
防災まちづくりニュース2号発行(アンケート結果第一弾)
第二回のまちあるき実施(18名参加)
役員の第2 9回市民防災まちづくり学校への入学
防災まちづくりニュース3号発行(アンケート結果第二弾)
稲荷神社で、住宅用火災,報器■消火器の点検整備と戸倉消防署によ
る初期消火’A E D取扱い訓錬実施
国分寺市総合防災訓錬へ参加(81名)し、国分寺第二小、第三中へ
避難

「市民防災ひろば」へ参加(窒東公園)
防災関連施設と危険箇所等を掲載した防災情報地図配布
防災まちづくりニュース4号発行(防災まちづくり推進地区の比較デ
ータ、第二回防災まちづくりアンケートのお願い)
山梨県大月市葛野川発電所見学(2フ名参加)
第二回防災まちづ〈りアンケート実施(回収率約830/0)
第5回「歳末夜間パトロール」実施

光公民館において拡大班長会議を開催し、市〈らしの安全課、小金井
警察署、戸倉消防署等の講演を受ける
防災まちづくりニュース5号及び6号発行(第二回防災まちづくりア
ンケート結果)
稲荷神社で、住宅用火災,報器■消火器の点検整備と国分寺消防署戸
倉出張所による初期消火’AED取扱い訓錬及ぴ豚汁の炊き出し(6
8名参加)
国分寺市総合防災訓錬へ参加(6 6名)、今回は国分寺第二小がメイン
会場

「市民防災ひろばjへ参加(窒東公■)
「平兵衛まつり」に参加し、私の緊急カードの作成、備蓄食料品の試食
と配布

ひかりブラザで「非常食をおいしく ！調理実習」開催
第6回「歳末夜間パトロールj実施

わが町光町ニュース第14号発行
救出救護班臨時会合を開催(光公民館)
地区防災計画書を策定
防災まちづくりニュースフ号(地区防災計画書概要版)発行
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料2 (防災関係機関一覧)

拳内閣府(防災情報)03-5253-2111(大代表)

htt ://www.bousai. 0. � /index.html

卷気象庁(防災情報)03-3212-8341 (代表)

htt : //www. 'ma.go. / ma/index.html

春総務蜜消防庁03-5253-5111(代表)救急相談センター#7119

htt : //www. f dma. 0. � /

・東京都(防災情報)03-5321-1111 (代表)03-5388-2453 (防災担当)

htt : //www. bousa i. metro.tok 0. � /

春国分寺市役所 042-325-0111 (代表) 内線511(防災まちづ〈り係)

htt : //www. c i t . kokubun'i. tok 0.' / 内線373 (防災対策係)

卷国分寺市立第二小学校042-572-8192 国分寺市立第三中学校042-572-7143

春(消防)国分寺消防署042-323-0119

htt ://www.tfd.metro.tok o. ' /h -kokubun'i/

国分寺西元出張所042-325-0119 国分寺戸倉出張所042-324-0119

春(警察)小金井警察署042-381-0110 ！察専用相談電話#9110

htt ://www. keishicho. metro.tok o, ' /8/ko anei/

卷(救急指定病院)東京都立多摩総合医療センター042-323-5111(代表)

htt : //www. fuchu-h � fuchu. tok 0. � /

卷(ガス)東京ガス多摩支店042-524-2111 (代表)

hけ：//w̶. tok o-gas.co. . / (東京ガス)

・ (電気)東京電力立川支社0120-995-662 (多摩カスタマーセンター)

hけ：//www- te co. co. ' /index-'.html (東京電力)

・ (水道)東京都水道局立川サービスステーション0570-091-101(多摩お客さまセンター)

htt ://www.waterworks, metro. tok 0. � /customer/I ife/madoken/t tatikawa. html
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料3 (防災まちづ<り推進地区とは)
<防災まちづくり推進地区とは> 国分寺市防災まちづくリ推進地区美施要綱より要約引用

目的

①地域社会の安全及び防災力の向上
②市民主体の防災環境づくり及ぴ地域コミュニティづくりの推進.発展
③災害に強いまちづくり及び人づくり

実施事業

①災害危険地図の作成
②防災計画の策定
③防災計画に基づ〈体制づ〈り

t
;

申し出用件
①自治会・町内会等として組織が確立されていること
②自治会’町内会等として会則を有していること
③自治会’附内会等として設立されてからおおむね5年以上を経過しているI
④自治会’町内会等としておおむね3年以上防災活動を行っていること
(5)自治会’町内会等への加入世帯がおおむね100世帯以上であること
⑥自治会’町内会等として現に防災上の措置が必要であると認められること

と

椎進地区の指定及び協定の締結①推進地区の指定を受けるには、推進地区申出書を市長に提出しなければならない
②市長は、申出があった場合は、その内容を審査し、諸般の事情を総合的に勘案して、適
当と認めるときは椎進地区として指定する

③市長は、推進地区として指定したときは、当該地区と協議の上、協定を締結する

市民防災推進委員会への加入協定を締結したときは、国分寺市民防災椎進委員設置規程第8条(全市組織の設置)によ
り設置された全市組織に加盟し、防災まちづくりの推進と発展に努めなければならない。

市の支援①協定締結後3年間、防災まちづくりに関するコンサルタントを派遣し、助言その他市長
が必要と認める支援を行う。②策定した防災計画に沿った防災活動を実施している地区に、防災資機材等の助成その他
市長が必要と認める支援を行う。 (H23. 1.22市民防災推進委員のつどい資料より)
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料4 (防災まちづ<り推進地区の現況)

<椎進地区の現況(H22.4.1現在)>

地区名 協定締結

1号地区高木町地区 S56.2.13

2号地区本多地区 S57.1.16

3号地区泉附三T目地区 S59. 1.23

4号地区東恋ケ窒六T目地区 S60.5.23

5号地区新酎地区 H6.12. 22

6号地区国立団地地区 H8. 5.13

7号地区戸倉中’西’北地区 H14.2.16

8号地区西町弁天町内会地区 H17.8.21

9号地区西町友和会地区 H18.9.3

10号地区光町北部自治会地区 H20.7.13

11号地区戸倉東地区 H22.3.29

11推進地区の合計

国分寺市全体

市全体に対する割合

世帯数

1,139

4,403

1,722

834

1.321

103

3,264

1,250

146

2,820

1,534

18,536

54,712

33.9%

AQ

2,882

8,502

3,352

1,837

3,361

251

7,897

2,993

346

5,939

3,344

40,704

116,182

35.0%

委員数

50

61

56

48

33

23

48

40

11

23

27

420

678

61.9%

i

<推進地区の活動例>

各推進地区では、それぞれの地区の実情に合ったさまざまな活動を行っているが、共通的

なものは以下のとおり。

①道路’塀’消火器などの安全点検のための「まち歩き」

②初期消火.応急救護.炊き出しなどの「実践的訓錬」

③防災施設などの「視察研修J

④活動を地域住民に知らせる「ニュース」の発行

(5)家庭内の安全対策、自宅の耐震診断などに関する「情報提供」

(H23. 1.22市民防災椎進委員のつどい資料より)
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参、料5 (地区防災センター等の位置)

�B信研««

市内にある地区防災セン

ター等の概ねの位置を示

しています。詳細につい

ては、国分寺市発行の国

分寺市防災情報地図でご

確認〈ださい。
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